
(57)【要約】

【課題】製造効率の高い内視鏡挿入部の製造方法を提供

する。

【解決手段】この製造方法は、板材２４にヒンジ突起部

準備部６６及びヒンジ受部準備部７０をプレス加工によ

り形成する工程と、板材２４にヒンジ突起部準備部６６

あるいはヒンジ受部準備部７０を有し第１あるいは第２

の節輪準備部５６ａ，５６ｂを穴抜き加工により形成す

る工程と、第１及び第２の節輪準備部５６ａ，５６ｂの

一方の節輪準備部５６ａ，５６ｂをＺ曲げ加工により移

動させてヒンジ突起部準備部６６とヒンジ受部準備部７

０とを板材２４に垂直な方向について位置合わせする工

程と、第１及び第２の節輪準備部５６ａ，５６ｂの一方

の節輪準備部５６ａ，５６ｂを落とし抜き加工すること

によりヒンジ突起部準備部６６をヒンジ受部準備部７０

に回動可能に挿入する工程と、節輪準備部５６ａ，５６

ｂをＵ曲げ加工し、さらにＯ曲げ加工する工程と、を具

備する。

【選択図】図４Ｃ
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 互 い に 並 設 さ れ て い る 複 数 の 節 輪 と 、 隣 り 合 う 両 節 輪 の 一 方 の 節 輪 に 設 け ら れ て い る ヒ
ン ジ 突 起 部 と 、 当 該 両 節 輪 の 他 方 の 節 輪 に 設 け ら れ 前 記 ヒ ン ジ 突 起 部 が 回 動 可 能 に 挿 入 さ
れ て 当 該 両 節 輪 を 互 い に 揺 動 可 能 と す る ヒ ン ジ 受 部 と 、 を 具 備 す る 内 視 鏡 挿 入 部 の 製 造 方
法 で あ っ て 、
　 板 材 に 前 記 ヒ ン ジ 突 起 部 を 形 成 す る た め の ヒ ン ジ 突 起 部 準 備 部 を プ レ ス 加 工 に よ り 形 成
す る 工 程 と 、
　 前 記 板 材 に 前 記 ヒ ン ジ 受 部 を 形 成 す る た め の ヒ ン ジ 受 部 準 備 部 を プ レ ス 加 工 に よ り 形 成
す る 工 程 と 、
　 前 記 板 材 に 前 記 ヒ ン ジ 突 起 部 準 備 部 を 有 し 前 記 一 方 の 節 輪 を 形 成 す る た め の 第 １ の 節 輪
準 備 部 を 穴 抜 き 加 工 に よ り 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 板 材 に 前 記 ヒ ン ジ 受 部 準 備 部 を 有 し 前 記 他 方 の 節 輪 を 形 成 す る た め の 第 ２ の 節 輪 準
備 部 を 穴 抜 き 加 工 に よ り 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 の 一 方 の 節 輪 準 備 部 を Ｚ 曲 げ 加 工 に よ り 移 動 さ せ て 前 記
ヒ ン ジ 突 起 部 準 備 部 と 前 記 ヒ ン ジ 受 部 準 備 部 と を 前 記 板 材 に 垂 直 な 方 向 に つ い て 位 置 合 わ
せ す る 工 程 と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 の 一 方 の 節 輪 準 備 部 を 落 と し 抜 き 加 工 す る こ と に よ り 前
記 ヒ ン ジ 突 起 部 準 備 部 を 前 記 ヒ ン ジ 受 部 準 備 部 に 回 動 可 能 に 挿 入 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 を 筒 状 に す る た め に 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 を
少 な く と も １ 回 Ｕ 曲 げ 加 工 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 を 筒 状 に す る た め に 、 Ｕ 曲 げ 加 工 さ れ た 前 記 第 １ 及 び 第
２ の 節 輪 準 備 部 を Ｏ 曲 げ 加 工 す る 工 程 と 、
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 挿 入 部 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 全 て の 工 程 で は 、 各 工 程 を 行 う 加 工 位 置 に お い て 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 を
同 時 に 加 工 す る た め に 、 前 記 プ レ ス 加 工 に よ り 形 成 す る 工 程 、 前 記 穴 抜 き 加 工 に よ り 形 成
す る 工 程 、 前 記 位 置 合 わ せ す る 工 程 、 前 記 挿 入 す る 工 程 、 前 記 Ｕ 曲 げ 加 工 す る 工 程 、 前 記
Ｏ 曲 げ 加 工 す る 工 程 の 順 に 前 記 板 材 を 各 工 程 を 行 う 加 工 位 置 に 順 送 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 挿 入 部 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 Ｏ 曲 げ 加 工 さ れ て 互 い に 突 き 当 て ら れ た 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 の 内 の 少 な く と
も 一 方 の 節 輪 準 備 部 の 両 端 部 を 接 合 す る 工 程 を さ ら に 具 備 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 挿 入 部 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 節 輪 は 、 ワ イ ヤ ー を 挿 通 す る た め の ワ イ ヤ ー 受 け を 有 し 、
　 こ の 製 造 方 法 は 、 前 記 板 材 へ の ス リ ッ ト 加 工 及 び 曲 げ 加 工 に よ り 前 記 ワ イ ヤ ー 受 け を 形
成 す る た め の ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 を 形 成 す る 工 程 を さ ら に 具 備 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 挿 入 部 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 節 輪 は 、 ワ イ ヤ ー を 挿 通 す る た め の ワ イ ヤ ー 受 け を 有 し 、
　 こ の 製 造 方 法 は 、 前 記 板 材 へ の 穴 抜 き 加 工 及 び 折 り 曲 げ 加 工 に よ り 前 記 ワ イ ヤ ー 受 け を
形 成 す る た め の ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 を 形 成 す る 工 程 を さ ら に 具 備 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 挿 入 部 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 互 い に 並 設 さ れ て い る 複 数 の 節 輪 と 、
　 隣 り 合 う 両 節 輪 の 一 方 の 節 輪 に 一 体 的 に 設 け ら れ て い る ヒ ン ジ 突 起 部 と 、
　 当 該 両 節 輪 の 他 方 の 節 輪 に 一 体 的 に 設 け ら れ 前 記 ヒ ン ジ 突 起 部 が 回 動 可 能 に 挿 入 さ れ て
当 該 両 節 輪 を 互 い に 揺 動 可 能 と す る ヒ ン ジ 受 部 と 、 を 具 備 し 、
　 前 記 節 輪 、 前 記 ヒ ン ジ 突 起 部 及 び 前 記 ヒ ン ジ 受 部 は 、 単 一 の 板 材 か ら プ レ ス 加 工 に よ り
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形 成 さ れ て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 挿 入 部 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 プ レ ス 加 工 は 、
　 前 記 板 材 に 前 記 ヒ ン ジ 突 起 部 を 形 成 す る た め の ヒ ン ジ 突 起 部 準 備 部 を プ レ ス 加 工 に よ り
形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 板 材 に 前 記 ヒ ン ジ 受 部 を 形 成 す る た め の ヒ ン ジ 受 部 準 備 部 を プ レ ス 加 工 に よ り 形 成
す る 工 程 と 、
　 前 記 板 材 に 前 記 ヒ ン ジ 突 起 部 準 備 部 を 有 し 前 記 一 方 の 節 輪 を 形 成 す る た め の 第 １ の 節 輪
準 備 部 を 穴 抜 き 加 工 に よ り 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 板 材 に 前 記 ヒ ン ジ 受 部 準 備 部 を 有 し 前 記 他 方 の 節 輪 を 形 成 す る た め の 第 ２ の 節 輪 準
備 部 を 穴 抜 き 加 工 に よ り 形 成 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 の 一 方 の 節 輪 準 備 部 を Ｚ 曲 げ 加 工 に よ り 移 動 さ せ て 前 記
ヒ ン ジ 突 起 部 準 備 部 と 前 記 ヒ ン ジ 受 部 準 備 部 と を 前 記 板 材 に 垂 直 な 方 向 に つ い て 位 置 合 わ
せ す る 工 程 と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 の 前 記 一 方 の 節 輪 準 備 部 を 落 と し 抜 き 加 工 す る こ と に よ
り 前 記 ヒ ン ジ 突 起 部 準 備 部 を 前 記 ヒ ン ジ 受 部 準 備 部 に 回 動 可 能 に 挿 入 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 を 筒 状 に す る た め に 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 を
少 な く と も １ 回 Ｕ 曲 げ 加 工 す る 工 程 と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 を 筒 状 に す る た め に 、 Ｕ 曲 げ 加 工 さ れ た 前 記 第 １ 及 び 第
２ の 節 輪 準 備 部 を Ｏ 曲 げ 加 工 す る 工 程 と 、
　 を 有 す る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 内 視 鏡 挿 入 部 。
【 請 求 項 ８ 】
　 湾 曲 作 動 さ れ る 湾 曲 部 を 形 成 す る 湾 曲 管 と 可 撓 性 を 有 す る 蛇 管 部 を 形 成 す る 蛇 管 と が 、
前 記 節 輪 、 前 記 ヒ ン ジ 突 起 部 及 び 前 記 ヒ ン ジ 受 部 を 有 し 、 単 一 の 板 材 か ら プ レ ス 加 工 に よ
り 形 成 さ れ て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 又 は ７ に 記 載 の 内 視 鏡 挿 入 部 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ６ か ら ８ に 記 載 の 内 視 鏡 挿 入 部 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 湾 曲 作 動 さ れ る 湾 曲 部 を 有 す る 内 視 鏡 挿 入 部 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 の 挿 入 部 に は 、 湾 曲 作 動 さ れ る 湾 曲 部 が 配 設 さ れ て い る 。 こ の 湾 曲 部 で は 、 複 数
の 筒 状 の 節 輪 が 互 い に 共 軸 に 並 設 さ れ て お り 、 隣 り 合 う 両 節 輪 は 中 心 軸 に 対 称 な 位 置 に あ
る 一 対 の 連 結 部 に よ っ て 揺 動 可 能 に 連 結 さ れ て い る 。 こ れ ら 連 結 部 は 、 例 え ば 、 節 輪 の 両
端 面 に 舌 片 部 を 突 設 し 、 隣 り 合 う 節 輪 の 舌 片 部 を 重 ね 合 わ せ て 互 い に 回 動 可 能 に リ ベ ッ ト
止 め す る こ と に よ り 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 １ に は 、 湾 曲 部 の 組 立 性 を 向 上 さ せ る た め に 、 リ ベ ッ ト 止 め に 代 わ っ て
、 重 ね 合 わ さ れ た 両 舌 片 部 間 に 鋼 球 を 介 設 す る こ と に よ り 連 結 部 を 形 成 す る こ と が 開 示 さ
れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － １ ２ ８ ５ ９ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の 湾 曲 部 で は 、 特 許 文 献 １ の よ う な 湾 曲 部 で あ っ て も 、 精 密 な 微 細
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部 品 を 極 め て 高 い 精 度 で 組 み 立 て る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 湾 曲 部 の 製 造 に お い て は 、 高
度 に 熟 練 し た 人 手 に 依 存 す る か 、 大 掛 か り な 高 性 能 自 動 組 立 装 置 が 必 要 と な り 、 内 視 鏡 挿
入 部 の 製 造 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が 困 難 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 製 造 効 率 を
向 上 す る こ と が 可 能 な 内 視 鏡 挿 入 部 、 及 び 、 製 造 効 率 の 高 い 内 視 鏡 挿 入 部 の 製 造 方 法 を 提
供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 態 様 の 内 視 鏡 挿 入 部 の 製 造 方 法 は 、 互 い に 並 設 さ れ て い る 複 数 の 節 輪 と
、 隣 り 合 う 両 節 輪 の 一 方 の 節 輪 に 設 け ら れ て い る ヒ ン ジ 突 起 部 と 、 当 該 両 節 輪 の 他 方 の 節
輪 に 設 け ら れ 前 記 ヒ ン ジ 突 起 部 が 回 動 可 能 に 挿 入 さ れ て 当 該 両 節 輪 を 互 い に 揺 動 可 能 と す
る ヒ ン ジ 受 部 と 、 を 具 備 す る 内 視 鏡 挿 入 部 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 板 材 に 前 記 ヒ ン ジ 突 起 部
を 形 成 す る た め の ヒ ン ジ 突 起 部 準 備 部 を プ レ ス 加 工 に よ り 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 板 材 に 前
記 ヒ ン ジ 受 部 を 形 成 す る た め の ヒ ン ジ 受 部 準 備 部 を プ レ ス 加 工 に よ り 形 成 す る 工 程 と 、 前
記 板 材 に 前 記 ヒ ン ジ 突 起 部 準 備 部 を 有 し 前 記 一 方 の 節 輪 を 形 成 す る た め の 第 １ の 節 輪 準 備
部 を 穴 抜 き 加 工 に よ り 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 板 材 に 前 記 ヒ ン ジ 受 部 準 備 部 を 有 し 前 記 他 方
の 節 輪 を 形 成 す る た め の 第 ２ の 節 輪 準 備 部 を 穴 抜 き 加 工 に よ り 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 第 １
及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 の 一 方 の 節 輪 準 備 部 を Ｚ 曲 げ 加 工 に よ り 移 動 さ せ て 前 記 ヒ ン ジ 突 起
部 準 備 部 と 前 記 ヒ ン ジ 受 部 準 備 部 と を 前 記 板 材 に 垂 直 な 方 向 に つ い て 位 置 合 わ せ す る 工 程
と 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 の 一 方 の 節 輪 準 備 部 を 落 と し 抜 き 加 工 す る こ と に よ り
前 記 ヒ ン ジ 突 起 部 準 備 部 を 前 記 ヒ ン ジ 受 部 準 備 部 に 回 動 可 能 に 挿 入 す る 工 程 と 、 前 記 第 １
及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 を 筒 状 に す る た め に 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 を 少 な く と も
１ 回 Ｕ 曲 げ 加 工 す る 工 程 と 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 を 筒 状 に す る た め に 、 Ｕ 曲 げ
加 工 さ れ た 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 を Ｏ 曲 げ 加 工 す る 工 程 と 、 を 具 備 す る こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 一 実 施 態 様 の 内 視 鏡 挿 入 部 の 製 造 方 法 は 、 前 記 全 て の 工 程 で は 、 各 工
程 を 行 う 加 工 位 置 に お い て 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 を 同 時 に 加 工 す る た め に 、 前 記
プ レ ス 加 工 に よ り 形 成 す る 工 程 、 前 記 穴 抜 き 加 工 に よ り 形 成 す る 工 程 、 前 記 位 置 合 わ せ す
る 工 程 、 前 記 挿 入 す る 工 程 、 前 記 Ｕ 曲 げ 加 工 す る 工 程 、 前 記 Ｏ 曲 げ 加 工 す る 工 程 の 順 に 前
記 板 材 を 各 工 程 を 行 う 加 工 位 置 に 順 送 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 一 実 施 態 様 の 内 視 鏡 挿 入 部 の 製 造 方 法 は 、 Ｏ 曲 げ 加 工 さ れ て 互 い に 突
き 当 て ら れ た 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 の 内 の 少 な く と も 一 方 の 節 輪 準 備 部 の 両 端 部
を 接 合 す る 工 程 を さ ら に 具 備 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 一 実 施 態 様 の 内 視 鏡 挿 入 部 の 製 造 方 法 は 、 前 記 節 輪 は 、 ワ イ ヤ ー を 挿
通 す る た め の ワ イ ヤ ー 受 け を 有 し 、 こ の 製 造 方 法 は 、 前 記 板 材 へ の ス リ ッ ト 加 工 及 び 曲 げ
加 工 に よ り 前 記 ワ イ ヤ ー 受 け を 形 成 す る た め の ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 を 形 成 す る 工 程 を さ ら
に 具 備 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 一 実 施 態 様 の 内 視 鏡 挿 入 部 の 製 造 方 法 は 、 前 記 節 輪 は 、 ワ イ ヤ ー を 挿
通 す る た め の ワ イ ヤ ー 受 け を 有 し 、 こ の 製 造 方 法 は 、 前 記 板 材 へ の 穴 抜 き 加 工 及 び 折 り 曲
げ 加 工 に よ り 前 記 ワ イ ヤ ー 受 け を 形 成 す る た め の ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 を 形 成 す る 工 程 を さ
ら に 具 備 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 別 の 一 実 施 態 様 の 内 視 鏡 挿 入 部 は 、 互 い に 並 設 さ れ て い る 複 数 の 節 輪 と 、 隣 り
合 う 両 節 輪 の 一 方 の 節 輪 に 一 体 的 に 設 け ら れ て い る ヒ ン ジ 突 起 部 と 、 当 該 両 節 輪 の 他 方 の
節 輪 に 一 体 的 に 設 け ら れ 前 記 ヒ ン ジ 突 起 部 が 回 動 可 能 に 挿 入 さ れ て 当 該 両 節 輪 を 互 い に 揺
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動 可 能 と す る ヒ ン ジ 受 部 と 、 を 具 備 し 、 前 記 節 輪 、 前 記 ヒ ン ジ 突 起 部 及 び 前 記 ヒ ン ジ 受 部
は 、 単 一 の 板 材 か ら プ レ ス 加 工 に よ り 形 成 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 一 実 施 態 様 の 内 視 鏡 挿 入 部 は 、 前 記 プ レ ス 加 工 は 、 前 記 板 材 に 前 記 ヒ
ン ジ 突 起 部 を 形 成 す る た め の ヒ ン ジ 突 起 部 準 備 部 を プ レ ス 加 工 に よ り 形 成 す る 工 程 と 、 前
記 板 材 に 前 記 ヒ ン ジ 受 部 を 形 成 す る た め の ヒ ン ジ 受 部 準 備 部 を プ レ ス 加 工 に よ り 形 成 す る
工 程 と 、 前 記 板 材 に 前 記 ヒ ン ジ 突 起 部 準 備 部 を 有 し 前 記 一 方 の 節 輪 を 形 成 す る た め の 第 １
の 節 輪 準 備 部 を 穴 抜 き 加 工 に よ り 形 成 す る 工 程 と 、 前 記 板 材 に 前 記 ヒ ン ジ 受 部 準 備 部 を 有
し 前 記 他 方 の 節 輪 を 形 成 す る た め の 第 ２ の 節 輪 準 備 部 を 穴 抜 き 加 工 に よ り 形 成 す る 工 程 と
、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 の 一 方 の 節 輪 準 備 部 を Ｚ 曲 げ 加 工 に よ り 移 動 さ せ て 前 記
ヒ ン ジ 突 起 部 準 備 部 と 前 記 ヒ ン ジ 受 部 準 備 部 と を 前 記 板 材 に 垂 直 な 方 向 に つ い て 位 置 合 わ
せ す る 工 程 と 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 の 前 記 一 方 の 節 輪 準 備 部 を 落 と し 抜 き 加 工
す る こ と に よ り 前 記 ヒ ン ジ 突 起 部 準 備 部 を 前 記 ヒ ン ジ 受 部 準 備 部 に 回 動 可 能 に 挿 入 す る 工
程 と 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 を 筒 状 に す る た め に 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備
部 を 少 な く と も １ 回 Ｕ 曲 げ 加 工 す る 工 程 と 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 を 筒 状 に す る
た め に 、 Ｕ 曲 げ 加 工 さ れ た 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 を Ｏ 曲 げ 加 工 す る 工 程 と 、 を 有
す る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 一 実 施 態 様 の 内 視 鏡 挿 入 部 は 、 湾 曲 作 動 さ れ る 湾 曲 部 を 形 成 す る 湾 曲
管 と 可 撓 性 を 有 す る 蛇 管 部 を 形 成 す る 蛇 管 と が 、 前 記 節 輪 、 前 記 ヒ ン ジ 突 起 部 及 び 前 記 ヒ
ン ジ 受 部 を 有 し 、 単 一 の 板 材 か ら プ レ ス 加 工 に よ り 形 成 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 一 実 施 態 様 の 内 視 鏡 は 、 上 記 内 視 鏡 挿 入 部 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 挿 入 部 に よ れ ば 、 内 視 鏡 挿 入 部 の 製 造 効 率 を 向 上 す る こ と が 可 能 と な っ
て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 内 視 鏡 挿 入 部 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 製 造 効 率 が 高 く な っ て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 図 １ か ら 図 ５ を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ に 示 さ れ る よ う
に 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 １ ０ は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 長 い 挿 入 部 １ ２ を 有 す る 。 こ の 挿
入 部 １ ２ は 、 先 端 構 成 部 １ ４ と 、 湾 曲 操 作 さ れ る 湾 曲 部 １ ６ と 、 長 尺 で 可 撓 性 の 蛇 管 部 １
８ と を 先 端 側 か ら 順 に 連 結 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て い る 。 挿 入 部 １ ２ の 基 端 部 に は 操 作
者 に 保 持 操 作 さ れ る 操 作 部 ２ ０ が 連 結 さ れ て お り 、 操 作 部 ２ ０ に は 湾 曲 部 １ ６ を 湾 曲 操 作
す る た め の 上 下 方 向 湾 曲 操 作 ノ ブ ２ ２ ａ 、 左 右 方 向 湾 曲 操 作 ノ ブ ２ ２ ｂ が 配 設 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 し 、 湾 曲 部 １ ６ の 骨 格 を な す 湾 曲 管 は 、 後 に 詳 述 す る よ う に 、 単 一
の 板 材 か ら プ レ ス 加 工 に よ り 形 成 さ れ て い る 。 こ の 湾 曲 管 で は 、 薄 肉 円 筒 形 状 の 複 数 の 節
輪 ２ ６ が 互 い に 共 軸 に 連 結 し て 並 設 さ れ て い る 。 な お 、 図 ２ で は 、 並 設 さ れ る 節 輪 ２ ６ の
内 の １ つ の 節 輪 を 示 し て お り 、 そ の 先 後 の 節 輪 に つ い て は 図 示 を 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 節 輪 ２ ６ の 円 周 部 ２ ７ の 一 端 面 に は 、 節 輪 ２ ６ の 中 心 軸 に 対 称 な 位 置 に 一 対 の 突 起 用 舌
片 部 ２ ８ が 中 心 軸 方 向 に 突 設 さ れ て い る 。 節 輪 ２ ６ の 円 周 部 ２ ７ と 突 起 用 舌 片 部 ２ ８ と の
接 続 部 に は 、 節 輪 ２ ６ の 径 方 向 内 側 へ と 上 記 板 材 の 厚 さ 分 の 段 差 が 形 成 さ れ て お り 、 突 起
用 舌 片 部 ２ ８ は 、 円 周 部 ２ ７ よ り も 径 方 向 内 側 で 円 周 部 ２ ７ に 略 平 行 に 配 置 さ れ 、 小 径 円
周 部 と さ れ て い る 。 そ し て 、 突 起 用 舌 片 部 ２ ８ の 径 方 向 外 側 面 に は 、 略 円 筒 形 状 の ヒ ン ジ
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突 起 部 ３ ０ が 径 方 向 外 側 へ と 突 設 さ れ て い る 。 一 方 、 節 輪 ２ ６ の 他 端 面 に は 、 節 輪 ２ ６ の
中 心 軸 方 向 に み て 、 一 対 の 突 起 用 舌 片 部 ２ ８ を 略 ９ ０ ° だ け 回 転 移 動 し た 位 置 に 一 対 の 受
部 用 舌 片 部 ３ ２ が 中 心 軸 方 向 に 突 設 さ れ て い る 。 こ れ ら 受 部 用 舌 片 部 ３ ２ は 、 節 輪 ２ ６ の
円 周 部 ２ ７ に 略 平 行 に 配 置 さ れ 、 円 周 部 ２ ７ と 略 同 径 と な っ て い る 。 そ し て 、 受 部 用 舌 片
部 ３ ２ に は 、 ヒ ン ジ 受 部 と し て の ヒ ン ジ 穴 ３ ４ が 径 方 向 に 貫 通 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 従 っ て 、 互 い に 連 結 さ れ 並 設 さ れ た 節 輪 ２ ６ 群 に お い て は 、 隣 り 合 う 両 節 輪 ２ ６ は 、 湾
曲 部 １ ６ の 中 心 軸 方 向 に み て 、 互 い に 略 ９ ０ ° だ け ず ら し て 配 置 さ れ て い る 。 そ し て 、 隣
り 合 う 両 節 輪 ２ ６ の 突 起 用 舌 片 部 ２ ８ と 受 部 用 舌 片 部 ３ ２ と が 互 い に 重 ね 合 わ さ れ て お り
、 突 起 用 舌 片 部 ２ ８ の ヒ ン ジ 突 起 部 ３ ０ が 受 部 用 舌 片 部 ３ ２ の ヒ ン ジ 穴 ３ ４ に 回 動 可 能 に
挿 入 さ れ て い る 。 こ こ で 、 ヒ ン ジ 突 起 部 ３ ０ は 略 円 筒 形 状 、 ヒ ン ジ 穴 ３ ４ は 略 楕 円 柱 形 状
で あ っ て 、 ヒ ン ジ 突 起 部 ３ ０ の 外 径 が ヒ ン ジ 穴 ３ ４ の 短 軸 径 に 略 一 致 し て お り 、 ヒ ン ジ 突
起 部 ３ ０ が ヒ ン ジ 穴 ３ ４ に 嵌 合 さ れ て い る 。 ま た 、 ヒ ン ジ 突 起 部 ３ ０ の 突 出 端 部 に は 、 ヒ
ン ジ 穴 ３ ４ か ら の 抜 け 止 め 用 の 拡 径 部 ６ ８ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 隣 り 合 う 両 節 輪 ２ ６ 間 で 、 一 対 の ヒ ン ジ 突 起 部 ３ ０ が 夫 々 一 対 の ヒ ン ジ 穴 ３ ４ に お い て
回 動 さ れ る こ と に よ り 、 当 該 両 節 輪 ２ ６ が 互 い に 揺 動 さ れ る 。 そ し て 、 所 定 の 節 輪 ２ ６ に
対 す る そ の 先 端 側 の 節 輪 ２ ６ の 揺 動 方 向 と 、 所 定 の 節 輪 ２ ６ に 対 す る そ の 後 端 側 の 節 輪 ２
６ の 揺 動 方 向 と は 、 互 い に 略 直 交 し て お り 、 こ の よ う な 節 輪 ２ ６ 間 の 揺 動 を 組 み 合 わ せ る
こ と に よ り 、 湾 曲 管 は 任 意 の 方 向 に 湾 曲 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ し て 、 各 節 輪 ２ ６ に は 、 湾 曲 部 １ ６ を 湾 曲 操 作 す る た め の 操 作 ワ イ ヤ ー が 挿 通 さ れ る
一 対 の ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ は 、 各 節 輪 ２ ６ に お
い て 周 方 向 に 並 設 さ れ て い る 両 ス リ ッ ト 間 の 部 分 を 節 輪 ２ ６ の 径 方 向 内 側 に く 字 状 に 突 出
さ せ た 形 態 を 有 す る 。 そ し て 、 各 節 輪 ２ ６ の 各 一 対 の ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ は 、 湾 曲 部 １ ６ の
軸 方 向 に 順 次 、 内 視 鏡 １ ０ の 観 察 視 野 に 対 し て 上 下 の 位 置 、 左 右 の 位 置 、 上 下 の 位 置 、 左
右 の 位 置 、 … と い う よ う に そ の 形 成 位 置 が 交 互 に な る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態
で は 、 一 対 の ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ は 、 湾 曲 部 １ ６ の 軸 方 向 に 、 当 該 節 輪 ２ ６ の 突 起 用 舌 片 部
２ ８ に 並 設 さ れ て い る 。 上 下 左 右 の 位 置 の 各 ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ に は 夫 々 上 下 左 右 湾 曲 操 作
用 の 操 作 ワ イ ヤ ー が 挿 通 さ れ 、 湾 曲 部 １ ６ は 上 下 左 右 方 向 に 湾 曲 操 作 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 後 で 詳 述 す る よ う に 、 節 輪 ２ ６ は 、 長 板 形 状 の 節 輪 準 備 部 ５ ６ ａ ， ５ ６ ｂ （ 図 ４
Ａ か ら 図 ４ Ｄ 参 照 ） を 円 筒 状 に 変 形 し て 、 そ の 両 端 部 の 両 端 面 を 突 き 当 て た 突 き 当 て 部 分
の 二 箇 所 を レ ー ザ ー 溶 接 等 に よ っ て ス ポ ッ ト 状 に 接 合 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て い る 。 代
わ っ て 、 突 き 当 て 部 分 の 一 箇 所 を レ ー ザ ー 溶 接 等 に よ っ て ス ポ ッ ト 状 に 接 合 し て も よ い し
、 突 き 当 て 部 分 を レ ー ザ ー 溶 接 等 に よ っ て 接 合 す る こ と に よ り 、 接 合 部 ３ ８ を 湾 曲 部 １ ６
の 軸 方 向 に 節 輪 ２ ６ の 全 長 に わ た っ て 形 成 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 挿 入 部 １ ２ の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ を 参 照 し て 、
湾 曲 管 の 製 造 方 法 の 概 略 に つ い て 説 明 す る 。 湾 曲 管 の 製 造 に は 板 材 ２ ４ が 用 い ら れ 、 板 材
２ ４ と し て 、 ス テ ン レ ス 鋼 板 材 、 ば ね 鋼 板 材 、 り ん 青 銅 等 の 非 鉄 系 ば ね 板 材 等 の 金 属 板 材
、 樹 脂 板 材 、 若 し く は 、 こ れ ら の 材 料 を 主 な 要 素 と す る 層 を 夫 々 積 層 し た 複 合 板 材 、 又 は
、 さ ら に 強 化 材 を 含 有 し た 複 合 板 材 等 が 用 い ら れ る 。 こ の 板 材 ２ ４ は ア ン コ イ ラ ー ４ ０ に
巻 回 保 持 さ れ 、 ア ン コ イ ラ ー ４ ０ か ら 導 出 さ れ た 板 材 ２ ４ は レ ベ ラ ー ４ ２ に よ っ て 平 面 に
矯 正 さ れ る 。 レ ベ ラ ー ４ ２ か ら 導 出 さ れ た 板 材 ２ ４ は 、 送 り 装 置 ４ ４ に よ っ て プ レ ス 機 の
順 送 金 型 ４ ６ 内 へ と 導 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 順 送 金 型 ４ ６ は 上 型 の パ ン チ ホ ル ダ ー ４ ８ と 下 型 の ダ イ ホ ル ダ ー ４ ９ と に よ っ て 形
成 さ れ て お り 、 こ れ ら パ ン チ ホ ル ダ ー ４ ８ の パ ン チ プ レ ー ト ５ ０ に は 第 １ か ら 第 ２ ３ の パ
ン チ ５ ２ ａ ， … ， ５ ２ ｗ が 等 間 隔 で 並 設 さ れ て お り 、 ま た 、 ダ イ ホ ル ダ ー ４ ９ の ダ イ プ レ
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ー ト ５ ４ に は 第 １ か ら 第 ２ ３ の ダ イ ５ ５ ａ ， … ， ５ ５ ｗ が 等 間 隔 で 並 設 さ れ て い る 。 第 １
か ら 第 ２ ３ の パ ン チ ５ ２ ａ ， … ， ５ ２ ｗ と 第 １ か ら 第 ２ ３ の ダ イ ５ ５ ａ ， … ， ５ ５ ｗ と は
、 夫 々 、 互 い に 対 向 し て 第 １ か ら 第 ２ ３ の 加 工 位 置 Ｐ １ ， … ， Ｐ ２ ３ を 形 成 し て い る 。 板
材 ２ ４ は 、 送 り 装 置 ４ ４ に よ っ て 加 工 位 置 Ｐ １ ， … ， Ｐ ２ ３ 間 の 間 隔 だ け 間 欠 的 に 送 ら れ
、 第 １ か ら 第 ２ ３ の 加 工 位 置 Ｐ １ ， … ， Ｐ ２ ３ へ と 順 送 さ れ て 連 続 的 に 加 工 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ Ａ か ら 図 ４ Ｅ を 参 照 し て 、 湾 曲 管 の 製 造 方 法 を 各 工 程 に 分 け て 詳 細 に 説 明 す る 。 本
実 施 形 態 で は 、 各 加 工 位 置 Ｐ １ ， … ， Ｐ ２ ３ で 、 互 い に 連 結 さ れ た 隣 り 合 う 第 １ 及 び 第 ２
の 節 輪 ２ ６ を 形 成 す る た め に 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 ５ ６ ａ ， ５ ６ ｂ を 同 時 に 加 工 す る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 　 工 程 １ （ 第 １ の 加 工 位 置 Ｐ １ ）
　 第 １ の 一 対 の パ イ ロ ッ ト 穴 ５ ８ と 第 ２ の パ イ ロ ッ ト 穴 ６ ０ と を 打 ち 抜 き 加 工 に よ り 形 成
す る 。 こ れ ら パ イ ロ ッ ト 穴 ５ ８ ， ６ ０ は 、 以 下 の 加 工 工 程 で 板 材 ２ ４ を 加 工 位 置 Ｐ １ ， …
， Ｐ ２ ３ に 位 置 決 め す る た め の も の で あ る 。 第 １ の 一 対 の パ イ ロ ッ ト 穴 ５ ８ は 、 板 材 ２ ４
の 幅 方 向 の 両 端 部 に 形 成 さ れ 、 工 程 ２ か ら 工 程 １ ８ の 各 種 加 工 の 際 に 用 い ら れ る 。 一 方 、
第 ２ の パ イ ロ ッ ト 穴 ６ ０ は 、 板 材 ２ ４ の 幅 方 向 に 中 心 線 か ら 所 定 距 離 だ け ず ら し て 形 成 さ
れ 、 工 程 １ ９ か ら 工 程 ２ ３ ま で の 各 種 加 工 の 際 に 用 い ら れ る 。 　
　 同 時 に 、 第 １ の 節 輪 ２ ６ の 第 １ の 一 対 の 突 起 用 舌 片 部 ２ ８ を 形 成 す る た め の 第 １ の 一 対
の 突 起 用 舌 片 部 準 備 部 ６ ２ ａ ， ６ ２ ｂ 、 及 び 、 第 ２ の 節 輪 ２ ６ の 第 ２ の 一 対 の 突 起 用 舌 片
部 ２ ８ を 形 成 す る た め の 第 ２ の 一 対 の 突 起 用 舌 片 部 準 備 部 ６ ２ ｃ ， ６ ２ ｄ に お い て 、 ヒ ン
ジ 突 起 部 ３ ０ を 形 成 す る た め の ヒ ン ジ 突 起 部 準 備 部 ６ ６ の 絞 り 加 工 の た め の ラ ン シ ン グ 部
６ ４ を 形 成 す る 。 　
　 第 １ の 一 対 の 突 起 用 舌 片 部 準 備 部 ６ ２ ａ ， ６ ２ ｂ は 、 板 材 ２ ４ の 幅 方 向 に 並 設 さ れ て お
り 、 第 ２ の 一 対 の 突 起 用 舌 片 部 準 備 部 ６ ２ ｃ ， ６ ２ ｄ は 、 第 １ の 一 対 の 突 起 用 舌 片 部 準 備
部 ６ ２ ａ ， ６ ２ ｂ の 後 方 で 、 板 材 ２ ４ の 幅 方 向 に 並 設 さ れ て い る 。 板 材 ２ ４ の 幅 方 向 に 対
し て 、 第 ２ の 一 対 の 突 起 用 舌 片 部 準 備 部 ６ ２ ｃ ， ６ ２ ｄ の 一 方 の 突 起 用 舌 片 部 準 備 部 ６ ２
ｄ は 、 第 １ の 一 対 の 突 起 用 舌 片 部 準 備 部 ６ ２ ａ ， ６ ２ ｂ の 略 真 中 に 配 置 さ れ て い る 。 こ こ
で 、 板 材 ２ ４ の 幅 方 向 へ の 第 １ の 一 対 の 突 起 用 舌 片 部 準 備 部 ６ ２ ａ ， ６ ２ ｂ 間 の 長 さ （ 第
２ の 一 対 の 突 起 用 舌 片 部 準 備 部 ６ ２ ｃ ， ６ ２ ｄ 間 の 長 さ ） は 、 節 輪 ２ ６ の 周 方 向 へ の 第 １
の 一 対 の 突 起 用 舌 片 部 ２ ８ 間 の 長 さ （ 第 ２ の 一 対 の 突 起 用 舌 片 部 ２ ８ 間 の 長 さ ） に 対 応 す
る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 　 工 程 ２ （ 第 ２ の 加 工 位 置 Ｐ ２ ）
　 工 程 ２ か ら 工 程 ８ で は 、 突 起 用 舌 片 部 準 備 部 ６ ２ ａ ， ６ ２ ｂ ， ６ ２ ｃ ， ６ ２ ｄ に 、 夫 々
、 ヒ ン ジ 突 起 部 準 備 部 ６ ６ を 形 成 す る 。 　
　 工 程 ２ で は 、 節 輪 ２ ６ の 内 周 面 と な る 側 か ら 外 周 面 と な る 側 へ と （ 紙 面 表 側 か ら 裏 側 へ
と ） 突 出 す る 半 球 状 の 凹 部 ８ ８ を 絞 り 加 工 に よ り 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 　 工 程 ３ か ら 工 程 ５ （ 第 ３ か ら 第 ５ の 加 工 位 置 Ｐ ３ ， Ｐ ４ ， Ｐ ５ ）
　 工 程 ３ か ら 工 程 ５ で は 、 工 程 ２ で 形 成 さ れ た 半 球 状 の 凹 部 ８ ８ を 、 端 部 が 閉 塞 さ れ た 円
筒 状 の 凹 部 ９ ０ へ と 絞 り 加 工 に よ り 順 次 変 形 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 　 工 程 ６ （ 第 ６ の 加 工 位 置 Ｐ ６ ）
　 工 程 ６ 及 び 工 程 ７ で は 、 ヒ ン ジ 突 起 部 ３ ０ の 拡 径 部 ６ ８ ａ を 形 成 す る た め の 拡 径 部 準 備
部 ６ ８ を 形 成 す る 。 　
　 工 程 ６ で は 、 工 程 ２ か ら 工 程 ５ に よ っ て 形 成 さ れ た 凹 部 ９ ０ の 端 部 壁 の 略 中 央 に 、 穴 抜
き 加 工 に よ り 孔 ９ ２ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 　 工 程 ７ （ 第 ７ の 加 工 位 置 Ｐ ７ ）
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　 工 程 ６ で 形 成 さ れ た 孔 ９ ２ の 周 縁 部 を 、 バ ー リ ン グ 加 工 に よ っ て 、 節 輪 ２ ６ の 内 周 面 と
な る 側 か ら 外 周 面 と な る 側 へ と （ 紙 面 表 側 か ら 裏 側 へ と ） 延 出 さ せ て 、 凹 部 ９ ０ の 端 部 壁
に 略 円 筒 状 の 拡 径 部 準 備 部 ６ ８ を 突 設 す る （ 図 ４ Ｅ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 工 程 ８ （ 第 ８ の 加 工 位 置 Ｐ ８ ）
　 板 材 ２ ４ の 長 手 方 向 に 対 し て 、 第 ２ の 一 対 の 突 起 用 舌 片 部 準 備 部 ６ ２ ｃ ， ６ ２ ｄ の 先 端
側 近 傍 に 、 第 １ の 一 対 の 受 部 用 舌 片 部 ３ ２ の ヒ ン ジ 穴 ３ ４ を 形 成 す る た め の ヒ ン ジ 受 部 準
備 部 と し て の ヒ ン ジ 穴 準 備 部 ７ ０ を 穴 抜 き 加 工 に よ り 形 成 す る 。 同 時 に 、 板 材 ２ ４ の 長 手
方 向 に 対 し て 、 工 程 ７ の 第 １ の 一 対 の 突 起 用 舌 片 部 準 備 部 ６ ２ ａ ， ６ ２ ｂ の 先 端 側 近 傍 に
、 第 ２ の 一 対 の 受 部 用 舌 片 部 ３ ２ の ヒ ン ジ 穴 ３ ４ を 形 成 す る た め の ヒ ン ジ 穴 準 備 部 ７ ０ を
穴 抜 き 加 工 に よ り 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 　 工 程 ９ （ 第 ９ の 加 工 位 置 Ｐ ９ ）
　 工 程 ９ 及 び 工 程 １ ０ で は 、 第 １ の 節 輪 ２ ６ の 第 １ の 一 対 の ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ を 形 成 す る
た め の 第 １ の 一 対 の ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 ７ ２ ａ ， ７ ２ ｂ 、 及 び 、 第 ２ の 節 輪 ２ ６ の 第 ２ の
一 対 の ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ を 形 成 す る た め の 第 ２ の 一 対 の ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 ７ ２ ｃ ， ７ ２
ｄ を 形 成 す る 。 　
　 工 程 ９ で は 、 板 材 ２ ４ の 長 手 方 向 に 対 し て 第 １ 及 び 第 ２ の 一 対 の 突 起 用 舌 片 部 準 備 部 ６
２ ａ ， ６ ２ ｂ ， ６ ２ ｃ ， ６ ２ ｄ の 後 方 に 、 夫 々 、 第 １ 及 び 第 ２ の 一 対 の ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６
の 先 端 面 及 び 後 端 面 を 夫 々 規 定 す る 第 １ 及 び 第 ２ の 一 対 の ス リ ッ ト 組 ７ ５ ａ ， ７ ５ ｂ ， ７
５ ｃ ， ７ ５ ｄ を 形 成 す る 。 こ の ス リ ッ ト 組 ７ ５ ａ ， ７ ５ ｂ ， ７ ５ ｃ ， ７ ５ ｄ は 、 板 材 ２ ４
の 幅 方 向 に 延 び 、 互 い に 並 設 さ れ て い る ２ つ の ス リ ッ ト に よ り 形 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、
板 材 ２ ４ の 幅 方 向 へ の ス リ ッ ト の 長 さ は 節 輪 ２ ６ の 周 方 向 へ の ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ の 長 さ に
対 応 し 、 ス リ ッ ト 組 ７ ５ ａ ， ７ ５ ｂ ， ７ ５ ｃ ， ７ ５ ｄ 内 の ス リ ッ ト 間 の 間 隔 は 節 輪 ２ ６ の
軸 方 向 へ の ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ の 長 さ に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 　 工 程 １ ０ （ 第 １ ０ の 加 工 位 置 Ｐ １ ０ ）
　 第 １ 及 び 第 ２ の 一 対 の ス リ ッ ト 組 ７ ５ ａ ， ７ ５ ｂ ， ７ ５ ｃ ， ７ ５ ｄ 内 の 両 ス リ ッ ト 間 の
部 分 を 、 節 輪 ２ ６ の 外 周 面 と な る 側 か ら 内 周 面 と な る 側 へ と （ 紙 面 裏 側 か ら 表 側 へ と ） く
字 状 に 曲 げ 加 工 し て 、 第 １ か ら 第 ４ の ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 ７ ２ ａ ， ７ ２ ｂ ， ７ ２ ｃ ， ７ ２
ｄ を 完 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 工 程 ９ と 工 程 １ ０ と は 、 ス リ ッ ト 形 成 と 曲 げ 加 工 と を 同 時 に 行 う 切 り 曲 げ 加 工 に
よ り 、 一 つ の 工 程 で 行 う よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 　 工 程 １ １ （ 第 １ １ の 加 工 位 置 Ｐ １ １ ）
　 工 程 １ １ で は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 ２ ６ を 形 成 す る た め の 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 ５
６ ａ ， ５ ６ ｂ を 穴 抜 き 加 工 に よ り 形 成 す る 。 　
　 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 ５ ６ ａ ， ５ ６ ｂ は 、 夫 々 、 節 輪 ２ ６ の 円 周 部 ２ ７ を 形 成 し 、
板 材 ２ ４ の 幅 方 向 に 延 び て い る 長 板 形 状 の 第 １ 及 び 第 ２ の 円 周 部 準 備 部 ７ ４ ａ ， ７ ４ ｂ を
有 す る 。 こ れ ら 第 １ 及 び 第 ２ の 円 周 部 準 備 部 ７ ４ ａ ， ７ ４ ｂ の 先 端 側 か ら 、 夫 々 、 第 １ 及
び 第 ２ の 一 対 の 突 起 用 舌 片 部 ２ ８ を 形 成 す る た め の 第 １ 及 び 第 ２ の 一 対 の 突 起 用 舌 片 部 準
備 部 ６ ２ ａ ， ６ ２ ｂ ， ６ ２ ｃ ， ６ ２ ｄ が 板 材 ２ ４ の 長 手 方 向 に 延 出 さ れ て お り 、 こ れ ら 第
１ 及 び 第 ２ の 一 対 の 突 起 用 舌 片 部 準 備 部 ６ ２ ａ ， ６ ２ ｂ ， ６ ２ ｃ ， ６ ２ ｄ に は 、 夫 々 、 上
述 し た ヒ ン ジ 突 起 部 準 備 部 ６ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 一 方 、 第 １ 及 び 第 ２ の 円 周 部 準 備 部 ７
４ ａ ， ７ ４ ｂ の 後 端 側 か ら 、 夫 々 、 第 １ 及 び 第 ２ の 一 対 の 受 部 用 舌 片 部 ３ ２ を 形 成 す る た
め の 第 １ 及 び 第 ２ の 一 対 の 受 部 用 舌 片 部 準 備 部 ７ ６ ａ ， ７ ６ ｂ ， ７ ６ ｃ ， ７ ６ ｄ が 延 出 さ
れ て お り 、 こ れ ら 第 １ 及 び 第 ２ の 一 対 の 受 部 用 舌 片 部 準 備 部 ７ ６ ａ ， ７ ６ ｂ ， ７ ６ ｃ ， ７
６ ｄ に は 、 夫 々 、 上 述 し た ヒ ン ジ 穴 準 備 部 ７ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 　
　 ま た 、 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 ５ ６ ａ ， ５ ６ ｂ と 板 材 ２ ４ の 両 縁 部 と は 、 夫 々 、 第 １
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及 び 第 ２ の 一 対 の 支 持 部 ７ ８ ａ ， ７ ８ ｂ ， ７ ８ ｃ ， ７ ８ ｄ に よ っ て 連 結 さ れ て い る 。 こ れ
ら 支 持 部 ７ ８ ａ ， ７ ８ ｂ ， ７ ８ ｃ ， ７ ８ ｄ は 、 板 材 ２ ４ の 両 縁 部 か ら 板 材 ２ ４ の 幅 方 向 内
側 に 延 出 し 、 続 い て 板 材 ２ ４ の 長 手 方 向 に 先 端 側 か ら 後 端 側 へ と 延 び 、 再 び 板 材 ２ ４ の 幅
方 向 内 側 に 延 び て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 ５ ６ ａ ， ５ ６ ｂ の 第 １ 及 び 第 ２ の 円 周 部 準
備 部 ７ ４ ａ ， ７ ４ ｂ の 端 部 に 連 結 さ れ て い る 。 こ こ で 、 支 持 部 ７ ８ ａ ， ７ ８ ｂ ， ７ ８ ｃ ，
７ ８ ｄ の 両 端 側 の 部 分 を 接 続 部 、 中 間 の 部 分 を 起 上 部 ８ ０ と 称 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 　 工 程 １ ２ （ 第 １ ２ の 加 工 位 置 Ｐ １ ２ ）
　 円 周 部 準 備 部 ７ ４ ａ ， ７ ４ ｂ と 突 起 用 舌 片 部 準 備 部 ６ ２ ａ ， ６ ２ ｂ ， ６ ２ ｃ ， ６ ２ ｄ と
の 接 続 部 で 段 曲 げ 加 工 を 行 い 、 突 起 用 舌 片 部 準 備 部 ６ ２ ａ ， ６ ２ ｂ ， ６ ２ ｃ ， ６ ２ ｄ を 、
円 周 部 準 備 部 ７ ４ ａ ， ７ ４ ｂ よ り も 節 輪 ２ ６ の 内 周 面 と な る 側 （ 紙 面 表 側 ） で 、 円 周 部 準
備 部 ７ ４ ａ ， ７ ４ ｂ に 略 平 行 に 配 置 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 　 工 程 １ ３ （ 第 １ ３ の 加 工 位 置 Ｐ １ ３ ）
　 工 程 １ ３ 及 び 工 程 １ ４ で は 、 第 ２ の 節 輪 準 備 部 ５ ６ ｂ を 支 持 し て い る 第 ２ の 一 対 の 支 持
部 ７ ８ ｃ ， ７ ８ ｄ で の Ｚ 曲 げ 加 工 に よ り 、 第 ２ の 一 対 の 支 持 部 ７ ８ ｃ ， ７ ８ ｄ の 起 上 部 ８
０ を 板 材 ２ ４ に 対 し て 節 輪 ２ ６ の 外 周 面 と な る 側 か ら 内 周 面 と な る 側 （ 紙 面 裏 側 か ら 表 側
） か つ 先 端 側 へ と 起 上 し 、 第 ２ の 節 輪 準 備 部 ５ ６ ｂ を 節 輪 ２ ６ の 外 周 面 と な る 側 か ら 内 周
面 と な る 側 へ と （ 紙 面 裏 側 か ら 表 側 へ と ） か つ 先 端 側 へ と 移 動 さ せ る 。 こ の 結 果 、 板 材 ２
４ の 垂 直 方 向 に つ い て 、 第 ２ の 節 輪 ２ ６ の 先 端 側 の 第 ２ の 一 対 の 突 起 用 舌 片 部 準 備 部 ６ ２
ｃ ， ６ ２ ｄ の ヒ ン ジ 突 起 部 準 備 部 ６ ６ が 、 夫 々 、 第 １ の 節 輪 ２ ６ の 後 端 側 の 第 １ の 一 対 の
受 部 用 舌 片 部 準 備 部 ７ ６ ａ ， ７ ６ ｂ の ヒ ン ジ 穴 準 備 部 ７ ０ に 位 置 合 わ せ さ れ る 。 　
　 工 程 １ ３ で は 、 必 要 な Ｚ 曲 げ 加 工 の 前 半 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 　 工 程 １ ４ （ 第 １ ４ の 加 工 位 置 Ｐ １ ４ ）
　 必 要 な Ｚ 曲 げ 加 工 の 後 半 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 　 工 程 １ ５ （ 第 １ ５ の 加 工 位 置 Ｐ １ ５ ）
　 第 ２ の 節 輪 準 備 部 ５ ６ ｂ を 、 節 輪 ２ ６ の 内 周 面 と な る 側 か ら 外 周 面 と な る 側 へ と （ 紙 面
表 側 か ら 裏 側 へ と ） 落 と し 抜 き 加 工 に よ り 打 ち 落 と し て 板 材 ２ ４ か ら 分 離 す る 。 こ の 結 果
、 第 ２ の 節 輪 準 備 部 ５ ６ ｂ の ヒ ン ジ 突 起 部 準 備 部 ６ ６ が 、 第 １ の 節 輪 準 備 部 ５ ６ ａ の ヒ ン
ジ 穴 準 備 部 ７ ０ に 回 動 可 能 に 挿 入 さ れ る 。 ま た 、 第 ２ の 節 輪 準 備 部 ５ ６ ｂ が 第 ２ の 一 対 の
支 持 部 ７ ８ ｃ ， ７ ８ ｄ か ら 切 り 離 さ れ る 。 　
　 同 時 に 、 拡 開 加 工 に よ り 、 ヒ ン ジ 突 起 部 準 備 部 ６ ６ の 延 出 端 部 の 略 円 筒 状 の 拡 径 部 準 備
部 ６ ８ を 、 節 輪 ２ ６ の 外 周 面 と な る 側 か ら 内 周 面 と な る 側 へ と （ 紙 面 裏 側 か ら 表 側 へ と ）
ダ イ を 押 込 ん で 押 し 開 き 、 拡 径 部 ６ ８ ａ を 形 成 す る 。 　
　 図 ５ に 、 工 程 １ ５ の 終 了 後 の 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 ５ ６ ａ ， ５ ６ ｂ を 示 す 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 　 工 程 １ ６ （ 第 １ ６ の 加 工 位 置 Ｐ １ ６ ）
　 工 程 １ ６ 及 び 工 程 １ ７ で は 、 第 １ の 節 輪 準 備 部 ５ ６ ａ を 支 持 し て い る 第 １ の 一 対 の 支 持
部 ７ ８ ａ ， ７ ８ ｂ で の Ｚ 曲 げ 加 工 に よ り 、 第 １ の 一 対 の 支 持 部 ７ ８ ａ ， ７ ８ ｂ の 起 上 部 ８
０ を 板 材 ２ ４ に 対 し て 節 輪 ２ ６ の 外 周 面 と な る 側 か ら 内 周 面 と な る 側 へ と （ 紙 面 裏 側 か ら
表 側 へ と ） か つ 先 端 側 へ と 起 上 し 、 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 ５ ６ ａ ， ５ ６ ｂ を 共 に 節 輪
２ ６ の 外 周 面 と な る 側 か ら 内 周 面 と な る 側 へ と （ 紙 面 裏 側 か ら 表 側 へ と ） か つ 先 端 側 へ と
移 動 さ せ る 。 　
　 工 程 １ ６ で は 、 必 要 な Ｚ 曲 げ 加 工 の 前 半 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 　 工 程 １ ７ （ 第 １ ７ の 加 工 位 置 Ｐ １ ７ ）
　 必 要 な Ｚ 曲 げ 加 工 の 後 半 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
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　 　 工 程 １ ８ （ 第 １ ８ の 加 工 位 置 Ｐ １ ８ ）
　 板 材 ２ ４ の 垂 直 方 向 に つ い て 、 第 １ の 節 輪 準 備 部 ５ ６ ａ の 先 端 側 の 第 １ の 一 対 の 突 起 用
舌 片 部 準 備 部 ６ ２ ａ ， ６ ２ ｂ の ヒ ン ジ 突 起 部 準 備 部 ６ ６ を 、 夫 々 、 先 端 側 に 配 置 さ れ て い
る 第 ２ の 節 輪 準 備 部 ５ ６ ｂ の 後 端 側 の 第 ２ の 一 対 の 受 部 用 舌 片 部 準 備 部 ７ ６ ｃ ， ７ ６ ｄ の
ヒ ン ジ 穴 準 備 部 ７ ０ に 位 置 合 わ せ す る 。 続 い て 、 第 １ ５ の 工 程 と 同 様 に 、 落 と し 抜 き 加 工
及 び 拡 開 加 工 に よ り 、 第 １ の 節 輪 準 備 部 ５ ６ ａ を 先 端 側 に 配 置 さ れ て い る 第 ２ の 節 輪 準 備
部 ５ ６ ｂ に 接 続 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 　 工 程 １ ９ か ら 工 程 ２ ２ （ 第 １ ９ か ら 第 ２ ２ の 加 工 位 置 Ｐ １ ９ ， Ｐ ２ ０ ， Ｐ ２ １ ， Ｐ ２
２ ）
　 工 程 １ ９ か ら 工 程 ２ ２ で は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 突 起 用 舌 片 部 準 備 部 ６ ２ ａ ， … ， ６ ２ ｄ を
含 む 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 ５ ６ ａ ， ５ ６ ｂ を 、 節 輪 ２ ６ の 外 周 面 と な る 側 か ら 内 周 面
と な る 側 へ と （ 紙 面 裏 側 か ら 表 側 へ と ） 最 終 Ｒ （ 曲 率 ） ま で 徐 々 に Ｕ 曲 げ 加 工 を 行 う 。 　
　 な お 、 板 材 ２ ４ の 位 置 決 め の 基 準 と な る 第 ２ の パ イ ロ ッ ト 穴 ６ ０ は 、 各 第 １ の 節 輪 準 備
部 ５ ６ ａ 上 で 、 一 対 の 突 起 用 舌 片 部 準 備 部 ６ ２ ａ ， ６ ２ ｂ の 中 央 を 通 る 線 上 に 配 置 さ れ て
お り 、 こ の 線 を 底 線 と し て 板 材 ２ ４ の Ｕ 曲 げ 加 工 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 　 工 程 ２ ３ （ 第 ２ ３ の 加 工 位 置 Ｐ ２ ３ ）
　 Ｕ 曲 げ 加 工 が 行 わ れ た 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 ５ ６ ａ ， ５ ６ ｂ に 、 さ ら に Ｏ 曲 げ 加 工
を 行 っ て 円 筒 状 の 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 ２ ６ を 形 成 す る 。 こ の 際 、 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備
部 ５ ６ ａ ， ５ ６ ｂ の 両 端 面 は 、 互 い に 対 面 さ れ て 突 き 当 て ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 　 工 程 ２ ４
　 工 程 １ か ら 工 程 ２ ３ を 経 て 、 略 円 筒 状 の 複 数 の 節 輪 ２ ６ が 互 い に 連 結 し て 並 設 さ れ 、 各
節 輪 ２ ６ に お い て 突 き 当 て ら れ た 突 き 当 て 部 分 が 各 節 輪 ２ ６ の 周 方 向 に 略 同 じ 位 置 に 配 置
さ れ た 状 態 で 、 湾 曲 管 が プ レ ス 機 か ら 排 出 さ れ る 。 そ し て 、 節 輪 ２ ６ の 突 き 当 て 部 分 の 二
箇 所 を レ ー ザ ー 溶 接 等 に よ っ て ス ポ ッ ト 状 に 接 合 す る 。 こ の 後 、 湾 曲 部 の 長 さ に 対 応 し た
所 望 の 長 さ の 湾 曲 管 を 得 る た め に 、 所 定 の 個 数 だ け 連 結 さ れ た 節 輪 ２ ６ の 両 端 部 の 突 起 用
舌 片 部 ２ ８ 、 受 部 用 切 片 部 ３ ２ を 切 断 除 去 し 、 先 端 構 成 部 １ ４ の 後 端 部 及 び 蛇 管 部 １ ８ の
先 端 部 と 嵌 合 固 定 可 能 と す る 。 あ る い は 、 工 程 １ ０ 以 前 に お い て 、 所 望 の 節 輪 連 結 個 数 に
対 応 す る 所 定 個 数 の 突 起 用 舌 片 部 ６ ２ ａ ， ６ ２ ｂ 毎 に 、 突 起 用 舌 片 部 ６ ２ ａ ， ６ ２ ｂ に 穴
抜 き 加 工 し て ヒ ン ジ 突 起 部 ３ ０ が 形 成 さ れ な い よ う に す る こ と で 、 湾 曲 部 の 長 さ に 対 応 し
た 所 望 の 長 さ の 湾 曲 管 を 自 動 的 に 得 る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 従 っ て 、 本 実 施 形 態 は 次 の 効 果 を 奏 す る 。 本 実 施 形 態 の 湾 曲 管 で は 、 節 輪 ２ ６ 、 ヒ ン ジ
突 起 部 ３ ０ 及 び ヒ ン ジ 受 部 ３ ４ が 単 一 の 板 材 ２ ４ か ら プ レ ス 加 工 に よ り 形 成 さ れ て い る 。
即 ち 、 本 実 施 形 態 の 湾 曲 管 の 製 造 方 法 で は 、 板 材 ２ ４ に 、 ヒ ン ジ 突 起 部 準 備 部 ６ ６ 及 び ヒ
ン ジ 受 部 準 備 部 ７ ０ を プ レ ス 加 工 に よ り 形 成 し 、 ヒ ン ジ 突 起 部 準 備 部 ６ ６ あ る い は ヒ ン ジ
受 部 準 備 部 ７ ０ を 有 す る 第 １ あ る い は 第 ２ の 節 輪 準 備 部 ５ ６ ａ ， ５ ６ ｂ を 穴 抜 き 加 工 に よ
り 形 成 し て い る 。 そ し て 、 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 ５ ６ ａ ， ５ ６ ｂ の 一 方 の 節 輪 準 備 部
５ ６ ａ ， ５ ６ ｂ を Ｚ 曲 げ 加 工 に よ り 移 動 さ せ て 、 ヒ ン ジ 突 起 部 準 備 部 ６ ６ と ヒ ン ジ 受 部 準
備 部 ７ ０ と を 板 材 ２ ４ に 垂 直 な 方 向 に つ い て 位 置 合 わ せ し 、 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 ５
６ ａ ， ５ ６ ｂ の 一 方 の 節 輪 準 備 部 ５ ６ ａ ， ５ ６ ｂ を 落 と し 抜 き 加 工 す る こ と に よ り 、 ヒ ン
ジ 突 起 部 準 備 部 ６ ６ を ヒ ン ジ 受 部 準 備 部 ７ ０ に 回 動 可 能 に 挿 入 し て い る 。 加 え て 、 節 輪 準
備 部 ５ ６ ａ ， ５ ６ ｂ を Ｕ 曲 げ 加 工 し 、 さ ら に Ｏ 曲 げ 加 工 し て 、 湾 曲 管 を 製 造 し て い る 。 こ
の よ う に 、 プ レ ス 加 工 の み に よ り 湾 曲 管 を 形 成 す る こ と が 可 能 と な っ て お り 、 内 視 鏡 挿 入
部 １ ２ の 製 造 効 率 が 向 上 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 上 述 し た 全 て の 工 程 で は 、 各 工 程 を 行 う 加 工 位 置 に お い て 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 準
備 部 ５ ６ ａ ， ５ ６ ｂ を 同 時 に 加 工 し 、 上 述 し た 順 に 板 材 ２ ４ を 各 工 程 を 行 う 加 工 位 置 に 順
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送 し て 連 続 的 に 加 工 し て い る 。 こ の た め 、 内 視 鏡 挿 入 部 １ ２ の 製 造 効 率 が 一 層 向 上 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 加 え て 、 本 実 施 形 態 の 節 輪 ２ ６ は 、 Ｏ 曲 げ 加 工 さ れ て 互 い に 突 き 当 て ら れ た 第 １ 及 び 第
２ の 節 輪 準 備 部 ５ ６ ａ ， ５ ６ ｂ の 両 端 部 を 接 合 し た 連 続 的 な 筒 状 と な っ て お り 、 節 輪 ２ ６
の 外 力 に 対 す る 耐 性 が 向 上 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 さ ら に ま た 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 挿 入 部 １ ２ の 湾 曲 管 の 製 造 工 程 で は 、 板 材 ２ ４ へ の ス
リ ッ ト 加 工 及 び 曲 げ 加 工 に よ り ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 ７ ２ ａ ， ７ ２ ｂ ， ７ ２ ｃ ， ７ ２ ｄ を 形
成 し て い る 。 こ の た め 、 同 一 の プ レ ス 機 に よ り 、 節 輪 ２ ６ と 共 に ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ を 一 度
に 連 続 的 に 形 成 す る こ と が 可 能 と な っ て お り 、 内 視 鏡 挿 入 部 １ ２ の 製 造 効 率 が 飛 躍 的 に 向
上 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ６ 及 び 図 ７ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 第 １ 変 形 例 を 示 す 。 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 な 機
能 を 有 す る 構 成 に は 、 同 一 の 参 照 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ６ に 示 さ れ る よ う に 、 本 変 形 例 の 湾 曲 管 の 節 輪 ２ ６ で は 、 一 対 の 受 部 用 舌 片 部 ３ ２ が
配 設 さ れ て い る 一 端 面 に 、 節 輪 ２ ６ の 中 心 軸 方 向 に み て 一 対 の 受 部 用 舌 片 部 ３ ２ を ９ ０ °
だ け 回 転 移 動 さ せ た 位 置 に 、 一 対 の ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ が 配 設 さ れ て い る 。 即 ち 、 一 対 の ワ
イ ヤ ー 受 け ３ ６ は 、 節 輪 ２ ６ の 軸 方 向 に 突 起 用 舌 片 部 ２ ８ に 並 設 さ れ て い る 。 こ れ ら 一 対
の ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ は 、 節 輪 ２ ６ の 径 方 向 内 側 に 突 出 し て い る ワ イ ヤ ー 用 舌 片 部 ８ ２ に 、
ワ イ ヤ ー 挿 通 孔 ８ ４ を 節 輪 ２ ６ の 中 心 軸 方 向 に 貫 通 形 成 し た 形 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ７ を 参 照 し て 、 本 変 形 例 の 内 視 鏡 挿 入 部 １ ２ の 湾 曲 管 の 製 造 方 法 を 説 明 す る 。 工 程 １
か ら 工 程 ８ ま で は 、 第 １ 実 施 形 態 に お け る 、 ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 ７ ２ ａ ， ７ ２ ｂ ， ７ ２ ｃ
， ７ ２ ｄ を 形 成 す る ま で の 工 程 １ か ら 工 程 ８ ま で と 同 様 で あ る 。 工 程 ９ で は 、 ワ イ ヤ ー 受
け ３ ６ の ワ イ ヤ ー 挿 通 孔 ８ ４ を 形 成 す る た め の ワ イ ヤ ー 挿 通 孔 準 備 部 ８ ６ を 穴 抜 き 加 工 に
よ り 形 成 す る 。 工 程 １ ０ で は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 ２ ６ を 形 成 す る た め の 第 １ 及 び 第 ２ の
節 輪 準 備 部 ５ ６ ａ ， ５ ６ ｂ を 穴 抜 き 加 工 に よ り 形 成 す る 。 図 ７ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ 及
び 第 ２ の 節 輪 準 備 部 ５ ６ ａ ， ５ ６ ｂ の 第 １ 及 び 第 ２ の 円 周 部 準 備 部 ７ ４ ａ ， ７ ４ ｂ の 後 端
側 か ら 、 夫 々 、 第 １ 及 び 第 ２ の 節 輪 ２ ６ の 第 １ 及 び 第 ２ の 一 対 の ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ を 形 成
す る た め の 第 １ 及 び 第 ２ の 一 対 の ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 ７ ２ ａ ， ７ ２ ｂ ， ７ ２ ｃ ， ７ ２ ｄ が
延 出 さ れ て お り 、 こ れ ら ワ イ ヤ ー 受 け 準 備 部 ７ ２ ａ ， ７ ２ ｂ ， ７ ２ ｃ ， ７ ２ ｄ に は 、 夫 々
、 上 述 し た ワ イ ヤ ー 挿 通 孔 準 備 部 ８ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 及 び 第 ２ の 一 対 の ワ イ ヤ ー
受 け 準 備 部 ７ ２ ａ ， ７ ２ ｂ ， ７ ２ ｃ ， ７ ２ ｄ は 、 板 材 ２ ４ の 長 手 方 向 に 第 １ 及 び 第 ２ の 一
対 の 突 起 用 舌 片 部 準 備 部 ６ ２ ａ ， ６ ２ ｂ ， ６ ２ ｃ ， ６ ２ ｄ に 並 設 さ れ て い る 。 そ し て 、 工
程 １ １ で は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 一 対 の ワ イ ヤ ー 受 準 備 部 ７ ２ ａ ， … ， ７ ２ ｄ を 節 輪 ２ ６ の 外
周 面 と な る 側 か ら 内 周 面 と な る 側 へ と （ 紙 面 裏 側 か ら 表 側 へ と ） 折 り 曲 げ 加 工 す る 。 以 後
の 工 程 は 、 第 １ 実 施 形 態 に お け る 、 工 程 １ ２ か ら 工 程 ２ ３ ま で の Ｚ 曲 げ 加 工 か ら の 工 程 と
同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 湾 曲 管 が プ レ ス 機 か ら 排 出
さ れ た 後 、 節 輪 ２ ６ の 突 き 当 て 部 分 を 接 合 せ ず に 、 節 輪 準 備 部 ５ ６ ａ ， ５ ６ ｂ の 両 端 面 を
互 い に 押 圧 さ せ た 突 き 当 て 状 態 で 湾 曲 管 の 製 造 を 終 了 す る 。 こ の た め 、 湾 曲 管 の 製 造 を プ
レ ス 加 工 の み に よ っ て 完 結 す る こ と が で き 、 湾 曲 管 の 製 造 工 程 が 簡 単 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 蛇 管 部 １ ８ を 形 成 す る 蛇 管
を 第 １ 実 施 形 態 の 湾 曲 部 １ ６ と 同 様 な 構 成 と し て お り 、 湾 曲 管 と 蛇 管 と が 単 一 の 板 材 か ら
プ レ ス 加 工 に よ り 形 成 さ れ て い る 。 但 し 、 蛇 管 で は 、 ワ イ ヤ ー 受 け ３ ６ は 使 用 さ れ て い な
い 。 本 実 施 形 態 で は 、 プ レ ス 加 工 の み に よ り 湾 曲 管 及 び 蛇 管 を 一 度 に 連 続 的 に 製 造 す る こ
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と が で き 、 内 視 鏡 挿 入 部 １ ２ の 製 造 工 程 が 簡 単 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 な お 、 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 順 送 プ レ ス 加 工 に よ っ て 湾 曲 管 を 形 成 し て い る が 、 順 送
プ レ ス 以 外 の プ レ ス 加 工 に よ っ て も 湾 曲 管 を 形 成 す る こ と が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 湾 曲 管
を 形 成 す る 全 て の 節 輪 ２ ６ に つ い て ま と め て 、 第 １ の 金 型 で 第 １ 実 施 形 態 の 工 程 １ を 行 い
、 第 ２ の 金 型 で 工 程 ２ を 行 い 、 と い う よ う に し て も よ い 。 ま た 、 第 １ 実 施 形 態 の Ｕ 曲 げ 加
工 の 前 ま で の 工 程 を 順 送 プ レ ス 加 工 に よ り 行 い 、 Ｕ 曲 げ 加 工 及 び Ｏ 曲 げ 加 工 に つ い て は 、
湾 曲 管 ２ ２ を 形 成 す る 全 て の 節 輪 ２ ６ に つ い て ま と め て 行 う よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 上 述 し た 実 施 形 態 で は 、 ヒ ン ジ 受 部 と し て 貫 通 孔 形 状 の ヒ ン ジ 穴 を 用 い て い る が 、 ヒ ン
ジ 突 起 部 が 回 動 可 能 に 挿 入 さ れ る 凹 形 状 の ヒ ン ジ 凹 部 を 用 い て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 本 発 明 は 、 製 造 効 率 を 向 上 す る こ と が 可 能 な 、 湾 曲 作 動 さ れ る 湾 曲 部 を 有 す る 内 視 鏡 挿
入 部 、 及 び 、 製 造 効 率 の 高 い 、 湾 曲 作 動 さ れ る 湾 曲 部 を 有 す る 内 視 鏡 挿 入 部 の 製 造 方 法 を
提 供 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 の 湾 曲 管 の 節 輪 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 挿 入 部 の 製 造 方 法 に 用 い ら れ る プ レ ス 機 を 示 す 概
略 図 。
【 図 ４ Ａ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 挿 入 部 の 製 造 方 法 に お け る 板 材 の プ レ ス 加 工 を
説 明 す る た め の 第 １ の 図 。
【 図 ４ Ｂ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 挿 入 部 の 製 造 方 法 に お け る 板 材 の プ レ ス 加 工 を
説 明 す る た め の 第 ２ の 図 。
【 図 ４ Ｃ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 挿 入 部 の 製 造 方 法 に お け る 板 材 の プ レ ス 加 工 を
説 明 す る た め の 第 ３ の 図 。
【 図 ４ Ｄ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 挿 入 部 の 製 造 方 法 に お け る 板 材 の プ レ ス 加 工 を
説 明 す る た め の 第 ４ の 図 。
【 図 ４ Ｅ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 挿 入 部 の 製 造 方 法 に お け る 板 材 の バ ー リ ン グ 加
工 を 説 明 す る た め の 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 内 視 鏡 挿 入 部 の 製 造 方 法 に お け る 半 製 品 の 節 輪 を 示 す 斜
視 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 変 形 例 の 内 視 鏡 の 湾 曲 管 の 節 輪 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 変 形 例 の 内 視 鏡 挿 入 部 の 製 造 方 法 に お け る 板 材 の プ レ ス
加 工 を 説 明 す る た め の 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 １ ２ … 挿 入 部 、 ２ ４ … 板 材 、 ２ ６ … 節 輪 、 ３ ０ … ヒ ン ジ 突 起 部 、 ３ ４ … ヒ ン ジ 受 部 、 ５
６ ａ … 節 輪 準 備 部 、 ５ ６ ｂ … 節 輪 準 備 部 、 ６ ６ … ヒ ン ジ 突 起 部 準 備 部 、 ７ ０ … ヒ ン ジ 受 部
準 備 部 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ Ａ 】 【 図 ４ Ｂ 】
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【 図 ４ Ｃ 】 【 図 ４ Ｄ 】

【 図 ４ Ｅ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供具有高生产效率的内窥镜插入部件的制造方法。 的
制造方法包括的铰链的突起部准备部66，该铰链突起部准备部66或者铰
接接纳部准备部70在板24中的步骤和70通过按压板材料24形成的铰链容
纳部准备部第一或第二弯曲部准备部56a和通过刺穿和56b的成形的工序
中，第一和第二弯曲部准备部56a，56b的，56b的56A的节环准备部中的
一个， ž弯曲的步骤是通过在方向上排列的加工移动垂直于铰链突出部准
备部66和铰链容纳部准备部70和板24中，第一和第二弯折部准备部
56a，56b中的一个铰链突出部准备部66和可转动地插入铰链容纳部准备
部70的工序中，将节环准备部56A，56B，U弯曲和节环准备部56a，通
过处理冲孔下降56b的，进一步O弯曲加工。 （图4C）
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